
がん検診の受診間隔 

検診の種類 対象者 受診間隔 

胃がん検診 40歳以上の者 年に１回 

大腸がん検診 40歳以上の者 年に１回 

結核肺がん検診 胸部Ｘ線検査 40歳以上の者 年に１回 

喀痰検査 50歳以上で 

喫煙指数 600以上の者 
年に１回 

子宮頸がん検診※ 20歳以上の女性 ２年に１回 

乳がん検診 40歳以上の女性 ２年に１回 

前立腺がん検診 50歳以上の男性 年に１回 

 ※ 子宮頸がん検診については、希望者には HPV検査も同時実施できます。 

   ただし、子宮頸がん検診のみ（HPV検査なし）の場合の受診間隔 

 

 

子宮頸がん検診と HPV検査の併用の場合の受診間隔 

 次の間隔は一般的な間隔ですので、医師の指示を守りましょう。 

  細胞診「異常なし」 

     かつ 

  HPV検査「陰性（-）」 

   

  細胞診「異常なし」 

     かつ 

  HPV検査「陽性（＋）」 

 

    

 

     

 

 

次回は、３年後に 

  受診しましょう。 

次回は、1年後に 

  受診しましょう。 

精密検査を受けましょう。  細胞診「異常あり」 


